定期試験不正行為者に対する須貝演習の対応

２００５年５月８日作成


前期・後期の定期試験において不正行為を行った者は、教員で構成される学生部委員会が処罰の原案を作成して、その処罰について教授会における決議を経て、当該の学生が処罰されるという順序になっている｡処罰の伝達と処罰された学生との対応は事務局の学生部となる。


処罰が実施される時期は、前期・後期試験の終了後となるから、夏休み・春休みとなる｡不正行為に対する処罰は、停学３ヶ月という重いものが通例である｡この停学期間中において、演習担当教員が不正行為を犯した演習所属学生を監督する責任があるというのが、東京国際大学の方針である｡全学生が演習に所属するという本学の方針があるので、こうなっている。

私は常に前期・後期試験前に、複数回にわたり不正行為をしないように注意・警告をしていますが、毎年の如く、不正行為者が当演習より輩出されているというのが現実です｡


そこで、２００５学年度より、当演習の不正行為者は、停学処分を受けてから２週間以内に　①「反省謝罪文」（８００文字以上）②２度と不正行為をしないために、「今後の学習計画と生活態度」作文（１，２００文字以上）の２点を自分の所属する学年の演習所属学生用ホームページに掲載することとします｡

なお、これら２点の謝罪・更正計画を所定のホームページに掲載しなかった場合、反省の証拠が提示されてないので、私は監督責任者として、停学処分解除に同意しません｡

